
方向性１－１

方向性２－１

方向性２－２

方向性３－１

方向性３－２

食の「わ」で育むまちだの未来　～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

施
策

(３)
食に関する環境の整備

家庭や学校、職場における食環境の整備
食の安全に係る学習会、食品衛生街頭相談、食べものミミより情報の発行、
アレルギー教室、給食におけるアレルギー対応、食品ロスの削減、
飲食店と連携した取り組み家庭や学校、職場などにおいて、バランスの良い食事や

朝食をとる習慣等の望ましい栄養・食生活が身につきや
すい環境を整えます。

地域資源を活用した食に関する情報発信

給食施設における食育（食育ボランティア等）、SNS、
商業施設等におけるデジタルサイネージ、食べきりキャンペーン、食品ロスの削減、飲
食店と連携した取り組み民間企業や給食施設、町田市食育ボランティア等の地域

資源を活用して、望ましい栄養・食生活の実践につながる
食物や情報を市民に届けます。

施
策

(２)

食を通じて地域と
つながるための支援

共食の推進と
食文化・食事マナーの伝承

料理教室・調理体験、乳幼児保護者の会食、子ども食堂、行事食の提供・普及啓発、学
校における食育活動、家庭教育支援学級、まちだすいとん

家族や友人等と一緒に食卓を囲む利点について啓発
します。

地産地消の推進
収穫体験・農業体験、食に関するツアー・観光、グルメマップの活用、
町田市名産品の推奨、まち☆ベジBOOKの発行、農業祭、市民農園
まちだすいとん

町田産農作物を購入する機会や、町田産農作物を使った
料理を食べる機会を増やします。

まちだ健康づくり推進プラン24-31 　　食育推進の体系図

【理念】みんなで作る「健康のまち」まちだ　【基本目標1】誰もがすこやかな暮らしができるまちをつくる　【目標3】食で健康を支えるまち（☆重点）

施策 方向性 取組例

施
策
(１)

望ましい栄養・食生活の推進

ライフステージに応じた
望ましい食生活の推進

介護予防普及啓発講座（栄養）、料理教室・調理体験、
高校や大学における出張講座、栄養に関する健康講座、プレママパパクラス、
離乳食講習会、町田っ子カリキュラム、小中学校レシピコンテスト、
学校給食のPR（試食会）、給食だよりや食札による普及啓発、
口腔の健康に関する普及啓発

市民一人ひとりが、ライフステージに応じた食の知識と選
択する力を習得し、望ましい食生活を実践できるように
取り組みます。
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食育進捗調査シート（2024年度各課取組一覧）

評価：ー実施なし・△予定よりできなかった・〇予定通りできた・◎想定以上にできた　

担当課 取組名 施策 施策の方向性 対象 取組内容 取組実績 評価 評価の理由 課題 今後の方向性 関連する評価指標 他課企業等との連携

なし

連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備

なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

連携部署・企業名

高齢者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

連携部署・企業名

高齢者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

連携部署・企業名

成人・保護者

高齢者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

高齢者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生 朝食に野菜を食べる人の割合

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

高校・大学生 朝食に野菜を食べる人の割合

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

講師からは野菜の旬について、地産地

消の大切さについてもお話しいただい

た。アンケートにより受講者の満足度

が高かったことを把握した。

消費者（市民）に関心のある

テーマを選定した上で町田産

の食材を使用する必要があり

引き続き市民ボランティアの

意見を尊重して学習会を企画

する必要がある。

引き続き町田産の食材を使

用できるよう考慮しながら

料理教室等を企画していく。

市民協働推

進課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
2 料理教室等の開催

市民等を対象とした料理教室等の開催時に町田産の

食材を使用する

町田の郷土料理でもあるうどんを親子で作る料理教室を８月２日

に開催し、まちベジも紹介して実際に食材として使用した。
○

3
介護予防普及啓発講座

（栄養）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

地域の団体を対象に、介護予防における栄養改善の

普及・啓発を行う。

依頼があった団体等に対し、計3回講座を実施し、計84名が参加

した。
○

健康食品の基礎知識、安全な利用方法

等を学んでもらうことができた。アン

ケートにより受講者の満足度が高かっ

たことを把握した。

消費者（市民）に関心のあ

るテーマを選定する工夫が

必要であり、引き続き市民

ボランティアの意見を尊重

して学習会を企画する必要

がある。

引き続き消費者目線で食の

安全に係る学習会等を企

画、開催し、食品表示や食

品の安全性等を市民に情報

発信していく。

市民協働推

進課

(3)食に関する環境の整備

1 学習会等の開催 市民等を対象とした食の安全に係る学習会等の開催

紅麹を使用した健康食品の被害が拡大した状況を受け、６月１１

日に健康食品をテーマにした学習会を開催し、健康食品の賢い利

用法等について情報提供した。

○

継続的に歯と口腔の健康に関する普及

啓発ができた。

講座の開催を希望する団体

が固定化される傾向にある

ため、新たな団体等へのア

プローチを行っていく必要

がある。

健康づくり推進員ハンドブッ

クに講座の案内を掲載する

など、新たなアプローチを

行っていく。

高齢者支援

課
4

介護予防普及啓発講座

（口腔）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

地域の団体を対象に、介護予防における口腔機能改

善の普及・啓発を行う。

依頼があった団体等に対し、計6回講座を実施し、計103名が参加

した。
○

ライフステージに応じた望ましい食習

慣の形成に役立つ情報発信を行うな

ど、継続的に栄養改善について普及啓

発を行うことができた。

講座の開催を希望する団体

が固定化される傾向にある

ため、新たな団体等へのア

プローチを行っていく必要

がある。

健康づくり推進員ハンドブッ

クに講座の案内を掲載する

など、新たなアプローチを

行っていく。

高齢者支援

課

男性料理教室

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
料理経験が浅く栄養が偏りがちな「男性」を対象

に、料理の基本、調理方法、栄養バランス、食の楽

しみを認識してもらい、介護予防（低栄養予防・閉

じこもり予防）の普及・啓発を行う。（３回連続講

座）

2020年度から2023年度まで、感染症対策のため事業を中止して

いましたが、2024年度から再開し、3期9講座開催した。
○

地域住民を対象とした口腔の健康に関

する講座を開催し、普及啓発ができ

た。

定員に対し、参加人数が少

ない状況が続いており、地

域住民の関心を得る工夫が

必要となっている。

引続き、歯や口腔機能向上

の重要性を伝えるための講

座を実施する。

高齢者支援

課
5

介護予防月間地域型イ

ベント（口腔）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
１０月の介護予防月間に、歯科医師によるオーラル

フレイル等、歯と口腔の健康づくりに関する講座を

地域住民向けに行う。

介護予防月間中に2講座実施し、計20名が参加しました。 ○

どの講座も定員を超える申込みがあ

り、講座を通じて料理の基本や栄養バ

ランス、介護予防に関する普及啓発が

できた。

教室参加者が、教室終了後

も継続的に活動を続けられ

るよう、地域の料理グルー

プや新規グループの立上げ

の案内を行うなど、サポー

引続き、男性料理教室を開

催し、男性の低栄養の改善

と社会参加の促進を図って

いく。

高齢者支援

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
6

話合いを行うだけでなく、実際に団体

と連携してイベントに出展し、市民に

食に関する普及啓発ができた。

食育を広げていくためには

関係機関や団体とのもっと

多くの連携が必要。

今後も関係機関・団体と連

携し食育の場を広げてい

く。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
地域活動栄養士

会、町田集団給食

研究会(3)食に関する環境の整備

7
食育推進ネットワーク

の連携

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
関係機関・団体、行政等が連携し、食に関する環境

整備を行う。町田市食育推進委員会の開催（年2

回）、食育推進庁内連絡会の開催（年2回）、町田

集団給食研究会との連携、町田地域活動栄養士会と

の連携など

定例の委員会、連絡会、役員会以外に、食のイベントに集団給食

研究会（食育講演会）と地域活動栄養士会（食育講演会・女性の

健康週間・防災フェア・２０祭まちだ）に出展いただき連携でき

た。

○

参加者から好評なご意見がいただけ

た。

食育ボランティアの性質

上、保健予防課も調整に入

るため時間を要する。直前

の依頼で依頼側とマッチで

きなかったことがあった。

今後も保健予防課が行う食

育事業や依頼書による活動

を継続。徐々に慣れた場

所、慣れた活動を増やし、

調整の時間を減らし効率よ

く食育活動を行いたい。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

(3)食に関する環境の整備

9
町田市食育ボランティ

ア

食を通じた地域交流の推進により、家族や友人と一

緒に食卓を囲んで食事をすることの大切さなどの普

及啓発を図ることを目的として、地域で活動を行

う。

くらしフェアでの町田すいとん提供、食体験事業での調理実習補

助、活動依頼によりパッククッキング調理実習２件、まちだすい

とん調理実習1件を行った。

○

新規取組として、市内で件数の多い

JA、スーパー三和等での野菜摂取量増

加を目的としたミニのぼり旗掲示を行

うことができた。

ポピュレーションアプロー

チのためどこまで届いてい

るかが不明。特に健康無関

心層の多い若い世代へ届く

情報発信が必要である。

若い世代へ働きかけるた

め、大学等との連携も増や

し食育を進めていく。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

町田ゼルビア、ペス

カドーラ町田、マ

ルイ、東急リバブ

ル、味の素㈱、三
(3)食に関する環境の整備

8 食環境整備事業

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 市民が望ましい食習慣を形成しやすいよう、情報発

信等を図る。

食に関わる関係団体、民間企業と連携して実施す

る。

食に関わる関係団体、民間企業と連携した取り組みとして、市内

デジタルサイネージやレシピブックの発行、スーパー等へのミニ

のぼり旗の掲示等を行った。

○

コロナ以降久々にイベントで提供、普

及啓発ができ、好評であったため。

作るのに手間がかかる点、

時期によっては基本のレシ

ピの町田産野菜が手に入り

にくい点で、提供をお願い

する際は調整が必要なこと

がある。

引き続き関係機関に提供を

依頼、調整を行う。同時に

イベント等で普及していく。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

(3)食に関する環境の整備

11 まちだすいとんの提供

町田の地域の味としての伝承と町田産野菜の普及啓

発、並びに野菜摂取量の増加を目的に「まちだすい

とん」をイベントや給食施設等で提供する。

コロナ禍以降久々に食育ボランティアがくらしフェアで１００食

提供した。学校給食で計4115食提供した。

食数とは別に食育ボランティアが施設でまちだすいとん調理実習

も行った。

○

予定していた収穫体験は熱中症警戒ア

ラートにより中止となったにも関わら

ず、元々プログラムを多く充実させて

いたので参加者の満足度が高かった。

収穫体験は天候に左右され

てしまう。各季節で実施し

てきたが、毎回天候問題が

出てくる。

収穫体験にこだわらず、他

課・外部と連携しながら

【体験】が行えるよう実施

する。（内容が充実していれ

ば収穫体験なしでも参加者の

満足度が高いため。）

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

環境政策課・土地

利用調整課農業振

興課・指導課・

JA、UR
(3)食に関する環境の整備

10 食体験事業

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

町田の食や農業生産者とふれる機会を増やし、食に

対する感謝の心を育む。

まちだのエコ食ツアー食×環境をまるごといただく一日を実施。

農家講話、調理実習(レシピコンテスト優秀作品）、環境政策課

食品ロス講話、バイオエネルギーセンター見学を行いました。地

域資源(農の風景育成地区）にも踏み込んだ内容を実施。

○

資料2-2
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資料2-2

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 朝食を毎日食べる人の割合 あり

連携部署・企業名

高校・大学生

食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

高校・大学生 朝食に野菜を食べる人の割合

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 なし

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生 朝食に野菜を食べる人の割合

2-2 地産地消の推進 成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 あり

小・中学生 連携部署・企業名

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

連携部署・企業名

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 朝食を毎日食べる人の割合 あり

１日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

食育に関心がある人の割合

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
17 園児むし歯予防教室

保育園や幼稚園を訪問し、集団指導と歯みがきの練

習を実施する。集団指導の中で、お菓子はむし歯の

原因になることや、食物の好き嫌いをせずに、よく

噛んで食べることの大切さの講話を行う予定。

保育園　68園1134人、幼稚園　5園309人　計73園に訪問し1443

人の園児に直接お話をした。また、6399件のご家庭に啓発チラシ

を配布した。

○

保健予防課

徐々にフォロー数も増えている。他課

と連携し記事を投稿できた。

食に関する情報をより多く

の市民に伝えていく。市民

参加型事業評価で指摘され

たSNSの投稿の方法を工夫

が必要。

市民が見やすい、見たいと

思える投稿に変えフォロー

数を増やす。そしてより多く

の市民に食に係る情報を伝

えていく。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
保健給食課、農業

振興課、生活衛生

課(3)食に関する環境の整備

16 SNSまちだの食のわ

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
食に関わるイベント、食に関わる日、レシピ、健康

情報等をInstgram、Xで投稿する。主管課以外の関

連団体からも投稿記事をいただき掲載する。

主管課以外の課(保健給食課、農業振興課、生活衛生課）の投稿

記事も掲載した。X、Instagramともに180件の投稿を行った。

フォロー数はXは788、Instagramは567で徐々に増えている。
○

クイズ形式で『よいおやつ』を選び、

実際に歯みがきをしたことで歯やを大

切にすることや、おやつとして食べる

ものに関心を持たせられた。

幼児向けのものと保護者用

のモノの2種類を作成する必

要がある。

子どもたちの食育や親世代

の食についても普及啓発して

いく。

保健予防課

(3)食に関する環境の整備

15 食生活改善普及運動

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
9月の国の食生活普及運動でテーマ【食事をおいし

く、バランスよく】に沿った内容、特に野菜の摂取

量の増加」について重点的に普及啓発を行う。

市民ホール内森のレストランでのサラダ麺提供、総合体育館内の

レストランフレンズでの野菜がとれるメニュー提供等、連携して

取り組みを行った。

○

左記記載項目以外にも8にや12にも記

載したミニのぼり旗やデジタルサイ

ネージでの普及啓発ができた。

レストランに野菜たっぷり

サラダ麺提供にご協力いた

だいたが、昨年度よりも食

数が伸びなかった。取組方

法の改善が必要である。

内容の変更を行ったり、連

携先を増やし、より多くの

市民へ普及啓発をできるよ

うにしていく。

森のレストラン、

レストランフレン

ズ、JA、三和等

新たな取組を行うことができた。

授業での健康教育はたまたま

対象クラスにいた一部の学生

のみとなってしまうので、そ

こから広がりを持たせる必要

がある。(媒体の作成や地域で

の活動など）

引き続き、若い世代への健

康教育の場を模索し実施す

る。若い世代（実習生）が

提案した媒体を活用し、若

い世代に刺さる朝食、野菜

摂取の普及啓発を行う。

保健予防課

町田総合高校

(3)食に関する環境の整備

12
高校や大学等における

健康教育

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 高校生や大学生等の若い世代の栄養バランスに配慮

した望ましい食生活の推進のために、高校生や大学

生との協働による普及啓発媒体の作成、高校や大学

等への出張健康教育等を実施する。

町田総合高校で健康教育を行い、生徒に朝ごはんの大切さを普及

する動画を作成してもらい、東急リバブルビジョン、保健予防課

SNSで掲載。

○

参加者の満足度が高かった。

もっと周知し、参加者をよ

り増やすことが必要であ

る。

引き続き市民の健康課題と

なっていることを中心に

テーマを決め実施する。参

加者数を増やすため、広報

の他にみんなの健康だより

にも募集案内を掲載する。

保健予防課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
町田集団給食研究

会、町田地域活動

栄養士会(3)食に関する環境の整備

13 食育講演会等イベント

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
食育に関する情報や体験の場を提供することで、市

民の関心を高め、実践につなげる。食育に関する講

習会の開催やイベント実施を行う。

食育講演会は減塩をテーマに小田真規子氏に講演をしていただい

た。86名の申込で当日は62名参加。町田集団給食研究会、町田地

域活動栄養士会がロビーでブース出展を行った。

○

市民が多く訪れる場所でデジタルサイ

ネージを用いて普及啓発ができた。

全市民に向け普及啓発を多

く行ったが、どこまで市民

に届いたか数字ではかれな

い点。

今後も継続して普及啓発を行

う。
保健予防課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
森のレストラン、

レストランフレン

ズ等(3)食に関する環境の整備

14
食育月間・食育の日の

取組

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
６月の「食育月間」や毎月１９日の「食育の日」に

合わせて、特に「減塩」を重点的に普及啓発を行

う。

食育の日はのぼり旗掲出。食育月間は減塩をテーマに普及啓発

（イベントスタジオでの歯科保健係との合同展示、バス車内や町

田駅、ゼルビア・ペスカドーラホームゲームでのデジタルサイ

ネージやレストランフレンズでの減塩コラボメニュー等）

○

○

親子での参加で、保護者に気づきを

持ってもらう事が出来た。

歯科医師会に参加していた

だく場面が（予算も）な

かった

継続実施保健予防課19
一般健康教育事業

（歯科・親子対象）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
咀嚼判定ガムの色の変化と、固い食べ物を噛めるか

自己評価シートの結果から総合的に判断して、来所

者自身にどの程度噛む力があるかを知ってもらう。

日程調整をし、可能であれば町田市歯科医師会の歯

科医師に依頼し、歯科相談ブースも設ける予定。

チャレンジマッスルに参加した親子246名に咀嚼力判定ガムを実

施しました。親子でそれぞれ実施してもうことで、歯の生え変わ

り期の咀嚼力や食形態なども確認してもらえた。

○

親子参加人数が非常に多いチャレンジ

マッスルの出展では、子育て中の親世

代、子へ食について考える機会を効率

的に与えることができたため。

ポピュレーションアプロー

チの意味合いが大きい事業

のため、より多くの方に参

加していただけるよう発信

する。

ポピュレーションアプローチ

の観点から、今後も市民が

気軽にに参加できる事業を

計画する。

保健予防課
町田ゼルビア

明治安田生命
(3)食に関する環境の整備

18
一般健康教育事業

(栄養）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
測定や生活習慣病予防に関する講話、簡単な運動、

クイズ等を通して、生活習慣の改善及び健康増進を

図るためのきっかけづくりを行う

からだ測定会×運動プログラム1回（2部構成）、出張セミナー

（チャレンジマッスル）で実施。

テストを受けた妊婦さん達には好評

だった。

同席されていたパートナー

が手持ちぶさたになる時間

ができていた。

同席されるパートナーにも

口腔に関心を持っていただ

くためパートナーにもＲＤ

テストを実施する。

保健予防課

事後アンケートでは高評価でした。 参加者数 継続実施保健予防課20
一般健康教育事業

(歯科・成人対象）

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 「測定会」において、来所者に咀嚼判定ガムを噛ん

でもらい、ガムの色の変化でどの程度噛む力がある

かを知ってもらう。また、来所者に摂食嚥下機能を

維持するためのトレーニング方法を伝える予定。

「からだ測定会」1回（2部構成）各14人　計28人　実施しまし

た。
○

コロナ禍では人的に難しかった保健師

との連携が更に進み、より実のある講

習会内容となっている。

参加者は高齢の方が多い。

予防的観点からいくともっ

と若いうちから参加してい

ただきたい。

ご高齢の方は年齢が原因の

検査値悪化もあり個別対応

のほうがよいため年齢制限

を見直す。KDBデータやソ

ルセイブを用い、データ分

析も行いながら実施する。

保健予防課

町田慶泉病院

21 病態別健康教育事業

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
糖尿病や脂質異常症等の生活習慣病予防に関する講

話を通して、生活習慣の改善及び健康増進を図るた

めのきっかけづくりを行う。

糖尿病（医師講話・運動各１回）、脂質異常症（1回）、腎臓病

（2回）、骨粗しょう症予防講習会（1回）の実施を行った。
○

22 プレママ・パパクラス

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
妊娠中の衛生や栄養、口腔ケアに関する知識や情報

を習得し、健康づくりの実践につながるよう講話や

実習を実施する。栄養の講話では、特に「ふだんの

食事で主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる」こ

との大切さを重点的に伝える。

妊婦の口腔内環境の確認のためにRDテストを行っている。 ○
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資料2-2

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 なし

１日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 あり

１日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 あり

連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

食育に関心がある人の割合

プレママパパクラスでの講義やおすすめメニューの案内、イベン

トスタジオで行った女性の健康週間の展示で情報提供を行った。
○

子どもセンター

24 幼児食講習会

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
保護者が、幼児の栄養・食生活を理解することによ

り、幼児の健康増進を図ることを目的として、講習

会開催、情報発信を行う。

保健予防課単独で健康福祉会館で実施。こどもセンターと連携

し、まあち、ただon、つるっこで実施した。栄養士講話・保育士

手遊び・保健師栄養士相談を行った。

講義、レシピ、イベントなど様々な方

法で啓発ができた。

妊娠前の食生活を考える必

要があることの啓発
引き続き情報発信を行う。保健予防課23

妊娠期の方向けの情報

提供

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 妊娠中の適切な食生活について理解を深めること

や、保護者の食生活習慣を健全なものにし、生涯を

通した健康的な家庭づくりを促すことを目的とした

情報提供を行う。

(3)食に関する環境の整備

26
栄養健康教育（アレル

ギー教室）

小児の食物アレルギーの有病率が増加しているな

か、食物アレルギーの正しい知識の普及と情報提供

を図るとともに、保護者や給食関係者の不安を和ら

げることを目的とし、講演会を実施する。

年１回予定し、予定通り開催できた。35名(申込49名）の参加が

あった。医師の講話及び看護師のスキンケア実演を実施した。
○

新規でお父さんのための離乳食講習会

を男女平等推進センターと連携し実施

し、男女共同参画の意識を取り入れた

講習会の方向性が見えたため。

新規で始めたものの通常回

の講習会に付添として父親

の参加が急激に増え、新規

講座としてあえてわけるこ

とが不自然になってしまっ

た。

お父さんのための離乳食講

習会の事業名を廃止し、全

ての離乳食講習会に男女共

同参画の視点が入ったもの

へ変更する。引き続き男女

平等センターと連携する。

保健予防課
男女平等推進セン

ター

25 離乳食講習会

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 乳幼児の栄養・食生活を保護者に理解させ、乳幼児

の健康増進を図ると共に、乳幼児と保護者の交流を

通して社会性を育てることを目的として実施。離乳

食の講話・試食、歯の話、親子遊びを行う。

通常回(初期・後期）に加え、お父さんのための離乳食講習会

（初期）を新規で２回（組名、組名参加）実施した。お父さんの

ための離乳食講習会では、男女平等推進センター職員講話、管理

栄養士離乳食講話、試食、グループ相談を行った。

○

地域に根差した講習会として地区担当

の保健師と共に、主にその地域で過ご

す親子にむけて新規で実施できたた

め。

集客。年間チラシを作成

し、離乳食講習会のように

長期間申込ができればよい

が、調整が難しい。

保健所の拠点がある地域の

まあち、つるっこでは毎

年、その他子どもセンター

のうち２か所を順番に実施

していきたい。

保健予防課

食の安全について、社会の動向も踏ま

えた季節ごとの身近なテーマを取り上

げ、市民への普及啓発を行った。

より多くの市民に情報発信

を行うため、様々な方法で

提供を行う必要がある。

食の安全に関する正しい情

報を分かりやすく、ニーズ

に合った方法で発信する。

生活衛生課
高齢者福祉課、子

ども家庭支援課、他

複数課、学校法人

榎本学園、町田市
(3)食に関する環境の整備

28
「食べものミミより情

報」の発行

安全な食生活の参考となるよう、食の安全に関する

正しい情報を発信する。

広報誌「食べものミミより情報」を季節ごとに4回発行した。紙

での発行のほか、ホームページへの掲載や、関連部署へのSNS掲

載依頼も行った。

○

○

多くの市民が来場し、食中毒等の予防

に関する情報発信ができた。

屋外での開催のため、来場

者数が天候に左右される。

市民と直接対話ができる事

業として、食品衛生街頭相談

を継続して実施する。

生活衛生課
町田市食品衛生協

会
(3)食に関する環境の整備

27 食品衛生街頭相談
食中毒予防に関する正しい知識を情報提供すると共

に、食の安全に関する市民の疑問に直接応対する。
フェスタ中町の会場にブースを設け、１回実施した。 ○

参加者の満足度が高かったたため

機器の問題もあり、スキン

ケア実演の配信に技術を要

する点。

オンラインのニーズが高い

ので引き続きオンラインで

実施する。

保健予防課

30

予想以上に参加希望者が集まった回も

あり、調理の事業の需要が認められ

た。また、満足度も高かった。

地域性を考慮し、申込制で

はないため、材料を無駄に

しないよう準備することが

難しい。

今後も幼児も参加できる調

理の事業を続けていく。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
29

親子でつくろＯＮ

（ただON）

・親子でおやつ作りの楽しさや自分で作ったものを

食べる喜びを体感する

・子育てを楽しむ

・自分の力で「できる」を実感し、意欲を育てる

8/19に「ふりふりりんごシャーベット」、10/5に「ホットな

ケーキ」、2/11に「チョコくまカップケーキ」を実施しました。

親子や友達同士で楽しみながら作る様子や、おいしそうに食べる

姿が見られた。

◎

常連の参加者もいて、毎回交流の場と

して参加者に喜ばれている。

申込制をとっているが、申

込が少なく当日参加が多い

ため、ご飯をどれだけの量

用意するかの決定が難し

い。

乳児保護者の気軽な交流の

場として、提供を続けてい

く。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

０歳あつまれ！べビヨ

ガおにぎり会

（ただON）

おにぎりを握って会食することで、保護者同士の交

流を深める。

利用者の発案が実現した事業です。6/14、7/12、9/13、10/11、

11/29、12/13、1/10、2/14、3/14に実施しました。参加人数に

ばらつきがあるものの、毎回楽しい雰囲気で会食しています。乳

児保護者同士の情報交換の場にもなっている。

○

大学生が講師となること、世界の料

理・言語に触れられること、好評をい

ただいている。

大学と連携して実施してい

るが、講師となる人材が見

つからない場合がある。

地域の人材を生かしながら

事業を継続していく。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
31

英語でcooking

（ただON）

英語をまじえて各地の料理のつくりかたを教わり、

地域の特色を学ぶ。

6/18に実施しました。韓国料理として餃子とチュモッパを作りま

した。「韓国」「餃子」と馴染みが深いものだったので、気軽に

参加していた。

◎

おやつ作りの楽しさを知り、家庭でも

作ってみたとの声もあり、意欲を育て

ることにも繋がった。

内容によって申し込み状況

にばらつきがあるため、子

どもたちが気軽に参加でき

るよう内容を見直してい

く。

低コストで気軽に参加で

き、家でも簡単に作れるレ

シピを考え継続していきた

い。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
32

すまいるクッキング

（つるっこ）

・おやつ作りの楽しさや自分で作ったものを食べる

喜びを知る

・自分で作れることを体験し、家庭でも作れるよう

になる。

・自分の力で「できる」を実感し、意欲を育てる

5/15、6/19、10/23、11/20、12/19、1/29、2/9、3/12の計8回

実施。なかでも6月の「米粉でつくるわらびもち」の回が特に人

気が高く、予約がすぐに埋まってしまった。需要が高く、10月に

同企画を実施した。

○

地域の農家さんとの連携によりお芋の

収穫までのお話を聞き、参加者親子が

収穫までの過程に感謝しながら収穫体

験ができていた。

３株600円の参加費が妥当か

どうか今後も検討したい。

乳幼児だけでなく小学生に

も体験の機会を検討した

い。

今後も地域連携を大切にし

ながら、継続していきたい。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

親子でおいもほり

（ばあん）

近隣の農家の方に協力して頂き、さつまいも堀り体

験を親子一緒に楽しむ。収穫を自ら体験すること

で、食への興味を育てる。

10/23に実施。今年度は物価高騰の影響で参加費を3株600円に変

更したが、参加者は例年通り21組の参加があり、親子で協力して

収穫作業を楽しんでいた。

○33
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資料2-2

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備

ケーキ作りの楽しさを親子で共有し、

大切に食べる楽しみに繋がった。

月齢によって、親子で楽し

める過程が異なるので、作

業工程の工夫に努めたい。

今年度から小学生の企画の

中で幼児さんにも参加可能

な機会を増やしやので、今後

も参加の機会を増やした

い。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
34

幼児料理企画

（ばあん）

・自分で作る楽しさや自分で作ったものを食べる喜

びを知ることで、食への関心や興味を広げる。

・親子一緒にお菓子作りをすることで、親子の絆を

深める。

12/23に「サンタケーキづくり」を実施。クリームを泡立て、カ

ステラとクリームでドーム型のケーキをつくり、サンタの顔にな

るようにいちごとクリームをデコレーションした。親子の共同作

業がほほえましかった。

○

中高生が調理の楽しみを体験するだけ

でなく、地域でも活躍できる機会の提

供になった。

中高生の抱える問題は様々

あり、調理を通した交流の

場はもう少し多く実施した

い。

実施の機会をもう少し増や

す方向で検討したい。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
36 中高生ばあんでごはん

中高生の個食・貧困の問題を地域の課題として、仲間とと

もに乗り越える力を養う。調理活動・会食をとおし、地域

の大人との会話を楽しみ、食生活だけでなく、様々な悩み

を解消する場となるとともに、目標とする大人像を描ける

ように支援する。費用をかけなくても、みんなで作って食

べることで、おいしくバランスのとれた食事になることを

実感する。

9/1に実施。地域の子ども食堂「みんなでごはん」の協力で行っ

た。中高生と地域の大人が一緒に調理活動を行う中で、調理の楽

しさを味わい、子ども食堂の利用に繋がっている。

○

以前は電話窓口で受付を行なっていた

が、今年度からインターネット活用で

抽選受付としたので、多くの子どもた

ちが参加できるようになった。

参加費は100円～600円と題

材によって異なるのです

が、物価高騰の影響で子ど

もたちが気軽に参加できる

題材を選ぶのが難しい。

より多くの子どもたちに参

加の機会が用意できるよう

に努めたい。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
35

料理企画

（ばあん）

・調理の楽しさを知り、食に対する興味関心を深め

る。

・作り上げた料理に感謝する気持ちでいただき、食

に関する意欲を高める。

・料理に対する積極性を養い、自ら調理する気持ち

を育てる。

5/19、6/16、7/22、9/22、10/20、11/17、12/22、1/12、

2/9、3/22に実施。それぞれ季節の食材を使って、小学生を中心

に作ったものを、おいしく食べるのを楽しむ機会とした。毎回20

～40人定員で実施し、毎回参加希望者がとても多い。

○

37
おしゃべりクッキング

(ぱお）

・幼児親子や小学生へ簡単に出来るおやつ作り体験

の機会を提供する。

・地域ボランティアの方との交流の機会とする。

親子のコミュニケーションのきっかけ

づくりや参加者のお菓子作りへの楽し

さの体験につながった。

高騰の影響で現在の参加費

を維持することができず、

子どもたちが気軽に参加で

きるように工夫をしていく

必要がある。

利用者のニーズが高い事業

の為今後も継続をしていきた

い。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
39

ちゃれんじCOOK!

（まあち）

乳幼児期に親子でクッキングの楽しさを体験しても

らう。子どもたちが気軽に食に触れるきっかけと

し、自分で作ったものを食べる喜びを知る。体感で

きる機会とする。クッキングルームの利用を周知

し、今後調理を楽しめる場のひとつにしてもらう。

４/25、5/26、6/24、7/11、8/5、9/26、10/21、11/28、

12/23、1/30、2/17、3/16に実施する。普段は午前中に実施して

いるため乳幼児親子が中心であるが夏休みなどは小学生の参加も

多い。

○

親子や参加者同士、ボランティアの方

との、良いコミュニケーションの機会

となった。

幼児親子のみ対象の時に小

学生で参加を希望する声が

多い。

定員に満たない回もあっ

た。

来年度より、毎回小学生も

対象にする。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

5月、8月、10月、12月、3月の全5回実施した。参加者数は幼児

40名、小学生16名、中学生2名、保護者38名、とボランティアの

方17名の合計113名

○

食育集会後の巡回で、姿勢よく食べる

姿や給食を三色食品群に分けて教えて

くれる園児の姿が見られた。

日頃の保育園での生活にお

いても、食育集会での実施

内容を意識してもらえるよ

うに保育士と連携する必要

がある。

園児が興味を持てる内容で

食育集会を実施する。

子育て推進

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
42

食育集会（３～５歳

児）「栄養バランス」

「食事マナー」、「食

育だより」の発行

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うことをね

らいとして、３～５歳児を対象に、遊びを通して、箸使

いなどの食事マナーや栄養バランスへの意識づけ、食へ

の興味関心を五感を通して育む食育集会を実施する。ま

た、食育だよりを発行し、保護者に対し食育を啓発す

る。

公立保育園の３～５歳児を対象に、予定通り5園各3回実施した。

箸の持ち方や食べるときの姿勢、三色食品群についてなど、年齢

に応じた内容を伝えた。食育だよりには、旬にの食材や和食につ

いてなど保護者に意識してほしい内容を掲載した。

○

自分で作る楽しさを感じ、親子や友

人、地域の方とのコミュニケーション

の機会となり、ピザ生地の発酵の過程

を知ることもできる食育の機会となっ

ている。

小学生は子どもだけでも参

加できるが、参加者が少な

い。PRに努めたい。

2025年度は定員30名に戻

し、より多くの方に楽しんで

いただく。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
38

あおぞらクッキング

（ぱお）

地域の青少年健全育成委員会の方々の力を借りなが

ら、ドラム缶でピザ作りを行う。生地作りから始め

ることによって、食材への興味を育む。

4月～6月、1月～3月の合計6回実施。合計　名192参加。食材の

価格高騰のため、今年度より1枚250円から1枚300円に参加費を

変更した。また、1月からは定員を30名から20名に減らした。親

子、家族での参加が多く、リピーターも多い。

○

41

参加者のニーズに合う事業であった。

施設を知ってもらうきっかけにもなっ

た。（ただON）

これをきっかけに来館して

くださった方に、引き続き

施設を利用していただける

ように働きかけていくこと

（ただON）

保健予防課と連携しなが

ら、より満足度の高い事業

を目指す。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

食事前や手が汚れた際に声掛けをしな

くても自ら手洗いをする園児の様子が

見られた。

家庭への注意喚起を行って

いるが、どの程度実践され

ているか把握できない。

園児への指導の際に口頭だ

けでなく園児が楽しみなが

ら学べる指導を実践する。

子育て推進

課

(3)食に関する環境の整備

44 食中毒予防の指導

安心・安全な食生活のために、保護者向けにおたよ

りなどで食中毒に関する情報提供や注意喚起を実施

する。また、園児への手洗いや清潔に関する指導を

日々の活動の中で年齢・月齢に応じて実施する。

公立保育園を利用している保護者に対して、６月、１１月の食育

だよりを通して、その季節に発生しやすい食中毒や、衛生管理に

ついての注意喚起を行った。園児へ手洗いや清潔に関する指導を

実施した。

○

実施後のアンケートの結果をより、満

足度の高い講座が実施出来た。

講座の参加対象が限られて

いるため、参加人数が少な

い回があった。

講座の参加対象を見直しな

がら、今後も各所の利用者

ニーズに応える講座を実施

していく。

子育て推進

課
43

子育てひろば①離乳食

講座②食事栄養相談③

卒乳講座

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

乳幼児期の食に関する基本的な知識を身につけ、今

後の子育てに役立てていくことをねらいとして、次

の機会を設ける。①離乳食についての講話や、調理

の見学・試食。②地域の妊婦・乳幼児をもつ保護者

が、食事について個別の相談の場。③幼児食への移

行期、特に卒乳に関する講座。

年間で１３回の講座を実施し、約７０組に参加があった。 ○

40
離乳食講座

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 離乳食時期から幼児食までを見通した講座にし、保

護者の方へ幅広い育児知識の提供を行い、離乳食の

不安解消と余裕ある子育ての時間を楽しめるようサ

ポートする。

離乳食講座についてはまあち、ぱおでそれぞれ1回ずつ実施し

た。
○

コロナの間できなかったが、再び実物

を見たり、試食したりすることができ

るようになり、より伝わりやすくなっ

た。

離乳食講座では対象外のお

子さんで、参加の希望が

あった。（ぱお）

個人差があるので、対象に

ついて柔軟に対応できるか

検討したい。

児童青少年

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
子育て推進課

保健予防課

幼児食講座

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 離乳食時期から幼児食までを見通した講座にし、保

護者の方へ幅広い育児知識の提供を行い、離乳食の

不安解消と余裕ある子育ての時間を楽しめるようサ

ポートする。

幼児食講座については、子どもセンターまあち、ただON、つ

るっこで実施。夫婦そろって参加された方、熱心にメモを取る方

がいらっしゃって、関心の高さと需要を感じた。また、これを

きっかけに施設に初めて来館したという方もいた。（ただON)

○
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資料2-2

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

食育に関心がある人の割合

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

障がい者

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

障がい者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

障がい者

なし

連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 高齢者

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

なし

連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備

なし

連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備

「まちだの駅弁」などは、販売期間が

限定されるため、季節ごとに継続的に

販売ができる体制があるとなお良い。

事業者の生産能力が不足し

ており、数多くかつ継続的

に生産することが難しい。

ゼルビアの試合等は、市外から来

る人も多く、町田市の食を伝える

良いきっかけになるため、今後も

活用したい。駅弁は、現在は生産

者と電鉄事業者と連携して実施し

ている。今後も継続していきた

い。

町田市観光

コンベン

ション協

会・観光ま

ちづくり課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

小田急電鉄、プラ

ナス、町田市公園

緑地課及び指定管

理者
(3)食に関する環境の整備

46
市内農畜産物やそれに

関わるイベントのPR

観光案内やツアー時に町田産の食材を使用した店舗

の紹介や誘導。グルメマップの活用。

地場の農畜産物PRイベントをSNSで情報発信し、食

の観点から町田の魅力を伝える。

町田の食材を利用した店舗等を紹介したグルメマップを作成し、

ゼルビアのホームゲームや観光案内、ツアー時に配布した。ま

た、随時SNSを活用して食の観点から町田市の魅力を伝えた。市

内の農産物を活用した「まちだの駅弁」を市内の駅前で販売し

た。（6日間）

○

調理活動や収穫物を使用した給食で

は、園児の関心が高まり、喫食率も高

かった。

収穫物や調理活動の計画を

年間を通して立て、計画的

に実施する。

行事食やお楽しみ給食、調

理活動など、園での食の充

実を図れる活動を継続して実

施していく。

子育て推進

課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
45 行事食・お楽しみ給食

毎月の献立で、行事食やお楽しみ給食等を通し、日

本や世界の食文化や伝統を体感できるようにする。

また、保育室での調理員によるクッキングや、異年

齢、お客様との会食を実施する。

行事食やお楽しみ給食を実施し、地域の食文化や伝統を体感でき

るようにした。また、調理活動や、バイキング給食、異年齢会

食、園で収穫した作物を使用した給食等を取り入れることで、園

児達の食の充実を図った。

○

子育て世帯を中心に幅広い世代にまち

☆ベジをPRすることができたため。

子育て世帯のまち☆ベジ購

入割合向上のために、さら

なるまち☆ベジのPRと購入

しやすい仕組みの検討が必

要である。

引き続き、情報発信やイベ

ントを実施し、子育て世帯

を中心にまち☆ベジをPRす

ることで、地産地消を推進

していく。

農業振興課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 町田市農業協同組

合
(3)食に関する環境の整備

48 ブランド化推進事業

地産地消推進のため、町田産農産物を使用している

飲食店等の情報を掲載した「まち☆ベジBOOK」を

作成する。

市内の農産物直売所や農体験情報などを掲載した農業情報冊子「まち

☆ベジBOOK」を発行した。

また、町田市農業協同組合や子どもセンターと連携し、夏休みの子ど

も向け料理イベントや直売所（アグリハウス）での子ども向けイベン

トを実施し、子育て世帯へまち☆ベジをPRした。

○

町田市名産品の冊子による紹介にあわ

せて、商品の販売を行ったが、品目が

多いため比較的人気の商品に限定して

の販売となっている。

全ての名産品を実販売で紹

介できると良いが、品目数

が多いため、すべての実販

売は難しい。

観光コンベンション協会だ

けで実施するのではなく、

町田市のれん会（名産品認

定事業の会）をはじめ、多

くの関係者や団体をつなぎ

実施できるようにしたい。

町田市観光

コンベン

ション協

会・観光ま

ちづくり課

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
町田市のれん会

47 町田市名産品推奨事業

市内で生産・製造される食品・加工品のうち、名

称・意匠・材料などが市にふさわしいものに対して

２年に１度「町田市名産品」の認定を行い、広く商

品の周知を図るために市庁舎等を活用して販売会を

開催する。

「町田市名産品」の販売会を5月に2日間開催した。また、市内外

のイベントに多数（約50回）出展し、町田市名産品をご紹介し

た。

○

市民農園の管理・運営を事故なく行う

ことができたため。

夏場の雑草処分。これまで

にない酷暑の中で、利用者

の健康に配慮しつつ区画の

適正管理をどのように行っ

ていくか検討が必要であ

る。

引き続き、農業体験等、市

民が多様な農にふれあう機

会を創出していく。

農業振興課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
50 市民農園事業

市民が農作業を通じて土に親しみ生産の喜びを味わ

うことにより、健康でゆとりある生活に資するとと

もに、良好な都市環境の形成と農地の保全を図るこ

とを目的として、市民農園の管理・運営を行う。

２０２４年度からの、３年間の新たな利用を開始した。

市民農園2園については適正に管理・運営し、市民が多様な農に

ふれあう機会を創出した。

○

子ども向けのブース出店や、学生と協

力したプログラムの実施により、例年

よりも子育て世帯の来場が多く見られ

たため。

子育て世帯の来場が例年よ

りも増えたものの、子育て

世帯に向けた町田産農産物

のPRは引き続き必要であ

る。

引き続き、子育て世帯が来

場したくなるようなプログラ

ムを実施することで、地産

地消を推進していく。

農業振興課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 町田市農業協同組

合

49 ふれあい農業推進事業

市民に町田産農産物をＰＲするため、良質な野菜等

を購入できるイベントである農業祭を開催する。ま

た、農業祭の一環として、農業者の営農技術の向上

を図るため、営農技術競技会及び農産物品評会を開

催する。

例年実施している農産物即売会や品評会、農業関係者等によるブース

出店を実施した。また、昨年度に引き続き、町田市農業協同組合や子

どもセンタ－まあちと連携した子ども向けの企画の実施に加え、成瀬

高校の生徒が町田産のポップコーンを仕入れから販売まで行った。

○

食べきりに重点を置く動画やポスター

を作製し、活用することによって、多

くの人に食品ロス削減を啓発できた。

動画放映やポスター掲示

は、実際にどれだけの市民

に啓発できたのかが数字と

してわからない。

市内の商店会店舗、リサイ

クル推進店、食べきり協力店

と協力して、食品ロス削減の

啓発を行う。

環境政策課

(3)食に関する環境の整備

52
宴会食べきりキャン

ペーン

年末年始に飲食店等にポスターを掲示し、宴会時の

食べきりを啓発することで、食品ロスの削減を図

る。

12月から１月の年末年始に、市内の商店会店舗、リサイクル推進

店、食べきり協力店、公共施設、市民バス、神奈川中央交通バス

車内において食べきり啓発ポスターを掲示した。また、神奈川中

央交通バス車内のデジタルサイネージで動画を放映した。

○

日程通りに実施され、事故なく完了し

たため。

農業委員改選に伴い、体験

事業に必要なノウハウを継

承していく必要がある。

農業委員同士の引継ぎを円

滑に行い、事業を継続してい

く。

農業委員会

事務局

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 町田市農業協同組

合

51 農業普及事業

自然への親しみ、農業の大切さというものを体感

し、農業の理解を深めてもらうため、市民が田植え

や稲刈り等を体験できる米作り農業体験を行う。

13組34名が参加し、田植え、稲刈りなどの農作業を体験した。

来年度も継続実施予定。
○

駅前の店舗や大型スーパー等でキャン

ペーンを実施し、多くの市民に食品ロ

ス削減に関する情報を発信できた。

場所によっては、町田市民

以外の方が多い。実施場所

の検討、キャンペーン内容

の見直しが必要である。

市内のスーパー等と協力し

て、食品ロス削減に関する

店頭でのキャンペーンを実

施する。

環境政策課

(3)食に関する環境の整備

54
今が食べごろ「めしあ

がれ」キャンペーン

スーパー（リサイクル推進店）の店頭で食品ロス削

減の啓発チラシを配布し、賞味・消費期限の迫って

いる値引き商品を積極的に購入してもらうよう誘導

する。値引き商品を購入された方には景品を進呈す

る。

10月の食品ロス削減月間に、市内スーパー5店舗の店頭におい

て、食品ロス削減啓発チラシ及び景品を配布し、食品ロス削減の

呼びかけを行った。

○

市内の飲食店に直接出向き、食べきり

協力店登録の呼びかけを行った結果、

新規店舗を獲得できた。

認定店舗へのインセンティ

ブや利用者への周知方法。

認定店舗へのインセンティ

ブや利用者への周知方法を

検討し、認定店舗数を拡大

を目指す。

環境政策課

(3)食に関する環境の整備

53 食べきり協力店

小盛の設定や持ち帰りへの対応など、食品ロスに係

る生ごみの発生抑制等に取り組む小売店舗等を、申

請により「食べきり協力店」として認定する。認定

後は、協力店の取組を町田市ホームページなどでPR

する。

新規に2店舗認定した。

町田市ホームページやSNSにおいて新規認定店舗の取組を紹介し

た。

○

調味料の仕込み体験を入れたことで小

学生から子育て世代、高齢者世代まで

多様な世代の方が参加いただけた。

料理教室等の実習型は参加

人数が限られ、啓発人数が

少なくなってしまう。

料理における食材の使い切

り、食べきりをテーマに、

10月の食品ロス削減月間に

講座を実施する。

環境政策課

(3)食に関する環境の整備

55 使い切り料理教室
料理における食材の使い切り、食べきりを啓発し

て、生ごみの発生抑制・食品ロスの削減を図る。

食品ロス削減月間の10月に、食品ロス削減講座「調味料づくりか

ら学ぶ食品ロス」を１回実施した。
○
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資料2-2

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

小・中学生 連携部署・企業名

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 朝食を毎日食べる人の割合 あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

成人・保護者

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 食育に関心がある人の割合

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者 「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合

食育に関心がある人の割合

あり

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

あり

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

朝食に野菜を食べる人の割合

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 朝食を毎日食べる人の割合 あり

小・中学生 連携部署・企業名

2-2 地産地消の推進

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 朝食を毎日食べる人の割合 なし

連携部署・企業名

成人・保護者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

成人・保護者

妊婦・乳幼児 あり

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

障がい者

小学校・中学校ともに取組みを実施す

ることができたため。

【小学校】各校の具体的な取組みにつ

いての把握ができていない。【中学

校】給食センターによる全員給食への

移行期間にあるため、具体的な献立や

取組み内容が変わっていく。給食セン

ターで実施していく具体的な内容を検

討し、実施していく必要がある。

各小学校で行っている具体

的な取組みを把握する。

中学校給食センターの開設

を機に、中学校での具体的

な取組みを検討し実施してい

く。

保健給食課56
よく噛むことの有効性

についての情報発信

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

学校給食を通じて、よく噛むことが健康の維持増進

に役立つことについて情報発信する。

【小学校】各学校の実態に合わせ、よく噛んで食べることを意識

した献立を実施することができた。（特に、６月と１１月は多く

の学校で実施できた）【中学校】「歯と口の健康週間」にちな

み、給食だより６月号に、よく噛むことの大切さについてのコラ

ムを掲載した。また、噛み応えがある食物を献立に取り入れ、よ

く噛むことの大切さを献立表で継続的に情報発信した。

○

小学校・中学校ともに取組みを実施す

ることができたため。

中学校全員給食の開始を機

に、児童生徒にとってより

魅力的な給食を実施し、９

年間を通した栄養情報を発

信していく必要がある、

小学校と中学校の各担当が

連携し、より魅力的な献立

の開発・共有や、継続した

栄養情報の提供の具体的な

方法等について検討する。

保健給食課
ＦＣ町田ゼルビア

生涯学習総務課

58
児童・生徒の保護者に

向けた情報発信

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
小中学校給食において、給食だよりの発行や試食会

の開催を行い、児童および生徒の健やかな成長に必

要な栄養情報を発信する。

【小学校】給食だよりの発行や給食試食会を通じて、学童期にお

ける必要な栄養量等について周知できた。複数のコラボ献立を通

し、成長期に必要な栄養素について、児童の理解を深めた。【中

学校】給食だよりや給食予約サイトのひとことコメントにて、食

材の栄養素や摂り方について情報を発信することができた。

○

新たな取組みを開始することができた

ため。

取組みの周知をさらに行っ

ていく必要がある。

ホームページなどを通して、

ラジオによる給食情報の発

信を行っていることを周知

する。

保健給食課

エフエムさがみ

57
食育イベント等におけ

る給食のPR

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

学校給食について広く市民に知ってもらい、給食お

よび自身の食生活への関心を高める。

地元ラジオ局エフエムさがみと連携し、2025年9月から3月の奇

数月にラジオ番組で小学校及び中学校の給食に関する情報を発信

した。

◎

小学校・中学校ともに取組みを実施す

ることができたため。

情報発信の内容や、具体的

な指導内容をより良いもの

にしていく必要がある。

小学校と中学校の各担当が

連携し、より効果的な情報

発信の方法や、指導方法を

共有していく。

保健給食課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
60

各小中学校校における

食育（共食の推進や食

事マナーの習得）

各校における食育で、共食の推進や食事マナーの習

得を行う。

【小学校】給食だよりや掲示物による情報発信や、給食時間中の

指導を行った。

【中学校】給食だよりに、食事に関するあいさつや作法について

掲載した。

○

小学校・中学校ともに対応を実施する

ことができたため。

【小学校】具体的な対応方法

や様式の記入方法について、

学校からより詳細な問い合わ

せがあり、改善点が見えてき

た。【中学校】電子申請の回

答率が十分ではなかった。

【小学校】来年度以降、学

校からの意見等を把握し、

次回の改訂に向けて検討を

行っていく。【中学校】回

答率を上げるための周知方

法等を検討していく。

保健給食課

(3)食に関する環境の整備

59
学校給食（食物アレル

ギーへの対応）

各小学校および武蔵岡中学校で、給食の食物アレル

ギー対応を行う。

【小学校】①2023年度に改訂し、2024年度に本格的に使用を開始した「町田

市小学校給食における食物アレルギー対応の手引き」に沿った安全第一の対

応を全小学校で行った。②小学校栄養士及び給食調理員対象に食物アレル

ギー対応に関する研修会を開催した。【中学校】①中学校全員給食の導入を

機に「中学校給食における食物アレルギー対応の手引き」を活用した対応を

開始した。②グラファーを活用し、食物アレルギーの申し出について電子申

請を開始した。

○

小学校・中学校ともに取組みを実施す

ることができたため。

【小学校】町田産農産物の利用

をさらに促進していく必要があ

る。【中学校】2025年の市内全

給食センター稼働に合わせ、安

定的に町田産農産物を使用でき

るようにする必要がある。

【小学校】納品可能な農業者を

増やし、まち☆ベジ給食の回数

を増やすことを検討する。【中

学校】ＪＡ町田市とさらなる連

携をし、具体的な作付け依頼な

どをしていく。

保健給食課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 農業振興課・ＪＡ

町田市

62
小学校給食における地

場農産物の使用

小中学校の給食で町田産農産物を使用し、児童生徒

が町田産農産物を食べる機会を増やすとともに、地

場農産物への関心を高める。

【小学校】①全校で年２回まち☆ベジ給食を提供した。②地場農産物

の使用について、各校の栄養士に対して、利用促進を促した。③新た

な地場農産物の加工品の開発に向け、業者と調整を行った。【中学

校】①ＪＡ町田市と連携して町田産農産物の品質の基準を策定し、中

学校給食センターへのまち☆ベジの納品について調整を行った。②中

学校給食センターにてまち☆ベジを使用した給食を取り入れた。

◎

小学校・中学校ともに取組みを実施す

ることができたため。

【小学校】多くの学校で対象とな

る献立を実施しているものの、各

校の具体的な取組みについての把

握ができていない。【中学校】給

食センターで実施していく具体的

な内容を検討し、実施していく必

要がある。

各小学校で行っている具体

的な取組みを把握する。

中学校給食センターの開設

を機に、中学校での具体的

な取組みを検討し実施してい

く。

保健給食課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
文化振興課

61
各小中学校における食

育（食文化の伝承）
各校における食育で、食文化の伝承を行う。

【小学校】給食の献立に行事食や日本各地の郷土料理や世界各国

の料理等を取り入れた。

【中学校】献立に日本および世界の郷土料理を取入れ、給食だよ

りのコラムや給食予約サイトのひとことコメント欄で情報発信を

した。

○

健康教育（食育）担当者連絡会の中

で、食育の指導及び朝食レシピコンテ

ストについて周知したことで、食育に

関する理解を深めることができた。

今後も充実した連絡会にな

るよう研修内容を検討して

いく。

2025年度においても年1回開

催する。
指導課64

食育担当者連絡会の開

催

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
各学校の食育担当者を集めた連絡会を開催し、改訂

した「食育カリキュラム」の内容についての周知と

カリキュラムの推進を行う。

2024年7月1日（月）に開催した健康教育（食育）担当者連絡会

の中で、食育指導について、情報共有した。
○

各学校で作成した健康教育（食育）全体計画に則り、

児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を

身に付けられるよう、各学校において食育指導を充実

させることができた。また、朝食レシピコンテストで

は、２月に作品展示会を行ったり、小中学校給食にレ

シピメニューを採用したりするなど市民や児童生徒に

向けて情報を発信することができた。

朝食レシピコンテストでは、

テーマや応募条件の変更等を

行い、実施要項を整理した。

実施した中で審査基準を更に

整理する必要があったため、

今後検討していく。

町田市教育プラン24－28に

則り、2026年度に本カリ

キュラムを改訂する予定であ

る。また、2025年度におい

ても朝食レシピコンテスト

を実施する。

指導課
(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

JA町田市

保健予防課

農業推進課

保健給食課

63

小・中一貫「町田っ

子・カリキュラム」の

改訂

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
これまで各小・中学校で活用してきたカリキュラム

を改訂し、これからの時代を生きていく子どもたち

に必要な力を身に付けさせていく

2022年度健康教育推進委員会で作成した食育に関する授業実勢例

を各学校に周知した。小学校第６学年及び中学校全学年を対象

に、朝食レシピコンテストを行い、市内小中学校から4523作品の

応募があった。

○

65 家庭教育支援

家庭教育を進めることを目的に母親などを対象とし

て講習会を行っている。事業の一環として食育ボラ

ンティアによる講習会などを企画する。

今年度は家庭教育支援事業の中の「テーマ別講座」として実施。

食育を通して親子コミュニケーション機会を増進させることを目

的に、親子参加型講座を実施。

○

受講者アンケートでは大変好評で、農

業体験を通して農業や米について改め

て考えてもらえた。

天候に左右されやすいプロ

グラムのため、雨天時にど

のような活動内容を用意す

るかが課題。

引き続き、農業体験を通じ

て、受講者が環境保全や食

について学び、考える機会

を提供していく。

生涯学習セ

ンター

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 NPO法人まちだ結

の里

66
まちだ市民大学ＨＡＴ

Ｓ環境講座

前期及び後期の講座で、「農業体験」と題して市内

の水田で田植え及び稲刈りを行う。環境保全ととも

に主食である米について学び、考える。

市内の水田にて、田植えと稲刈りを行った。講師は両方ともNPO

法人の方に依頼した。体験を通して、活動場所である奈良ばい谷

戸の環境保全や、農業や主食である米について考えてもらった。

○

講座終了時のアンケートで「受講前よ

り親子で話したり共に作業する機会が

増えた」と回答した人が85％となっ

たため。

保護者向けアンケート等を

参考に「子育てに関する学

びの内容」を、ニーズに

そった内容か検証し続ける

必要がある。

より効果的・効率的な事業

実施となるよう、検証す

る。

生涯学習セ

ンター

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 実施内容により異

なる
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資料2-2

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

68
栄養情報に関するポス

ターの掲示

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 外来・入院患者等に対し食に関する興味・関心を高

めると共に、健康に配慮した病院給食のメニューを

紹介することを目的とし、食育に関するポスターを

作成、栄養情報を掲載し院内に掲示する。

年間発行数　５回実施

季刊「まちだ市民病院クォータリー」に栄養士監修の季節のレシ

ピを掲載

◎

目標（年間３６回以上）以上の実施。

イベント食は毎回新しい食

札を作成しているが、食育

の日・減塩の食札は3年ほど

同じ内容。

目標（年間３６回以上）回

数の実施。

新しい食札へ更新していく。

市民病院栄

養科
67 食札への栄養情報提供

(1)望ましい栄養・食生活の推

進 入院患者が食に関する興味・関心を高めることを目

的とし、患者給食の食札に時節に関する栄養情報を

載せる。（月例として17日：減塩　19日：食育の日

30日：EPAの日）

食育の日・減塩・イベント食　4回/月

年間回数　48回実施
○

クォータリーに掲載され、市民の目に

触れる機会が増えたと考える。

ポスターは外来１か所、各

病棟１か所に掲示している

が、目に触れる機会が少な

い。

掲示場所の検討。
市民病院栄

養科



【概要】

【結果】

担当課数　15部署 取り組み数　68件

（ア）評価指標に関連する事業数（重複あり） （件）

（イ）施策の取り組みと評価（重複あり） （件）

望ましい栄養・食生活の推進  ー実施なし

 △予定よりできなかった

食を通じて地域とつながるための支援  〇予定通りできた

◎想定以上にできた

食に関する環境の整備

（ウ）ライフステージに応じた望ましい食生活の推進について（重複あり） （件）

（エ）家庭や学校、職場における食環境の整備について（重複あり） （件）

【考察】

27 40%

41 60%

他課企業等との連携　“あり”

他課企業等との連携　“なし”

高齢者 障がい者

2024年度 42 40 30 49 28 19

対象 妊婦・乳幼児 小・中学生 高校・大学生 成人・保護者

16

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 0 0 5 0 5

3-1 家庭や学校、職場における食環境の整備 0 0 16 0

26

2-2 地産地消の推進 0 0 15 1 16

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 0 0 24 2

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 0 0 27 2 29

◎ 合計

食育に関心がある人の割合 47

ー △ ○

１日の野菜の摂取量 12

朝食に野菜を食べる人の割合 10

「共食（誰かと一緒に食事をすること）」をする人の割合 19

食育に関心がある人の割合 77% 80% 85%

朝食を毎日食べる人の割合 12

朝食に野菜を食べる人の割合 61.4% 65% 70%

「共食（誰かと一緒に食事をすること）をする人」の割合 65.3% 70% 75%

朝食を毎日食べる人の割合 78% 80% 85%

１日の野菜の摂取量 233g 300g 350g

食育進捗調査シート（2024年度各課取組まとめ）

指標名 現状値 中間目標 目標値

施 策 施策（１）

望ましい栄養・食生活の推進

2-1 共食の推
進と食文化・食
事マナーの伝承

1-1 ライフステージに応じた

望ましい食生活の推進

施策（２）

食を通じて地域とつながるための支援

施策（３）

食に関する環境の整備

2-2 地産地消

の推進

3-1 家庭や学
校、職場におけ
る食環境の整備

3-2 地域資源を
活用した食に関
する情報発信

方向性

基本目標１

目 標 ３

みんなでつくる「健康のまち」まちだ

誰もがすこやかな暮らしができるまちをつくる

食を健康で支えるまち

理 念

指 標

・特に朝食や野菜に関連する取組数が少ないことがわかったため、評価指標の数値を上げていくためには、今まで以上に意

識してテーマに設定して展開していくことが必要と考えられる。

・プラン変更に伴い、今回より食育進捗調査シートを一新し、今回が評価の基準となるため、－や△評価は出なかった。

・調理系事業でコロナ以降初めて復活させたという事業が２件あった。一時期実施不可となった共食に関わる調理系事業

も年々回復している。

・他課企業等の連携が求められており、毎年増加傾向で連携した取組が行われているが、まだ連携の余地はあり、今後も

意識して取り組む必要がある。

資料2-3



食育進捗調査シート(2024年度町田市食育推進委員会取組一覧)

団体名 取組名 施策 施策の方向性 対象 取組内容 取組実績 評価 評価の理由 課題 今後の方向性 関連する評価指標 他課企業等との連携

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-2 地産地消の推進

妊婦・乳幼児 なし

連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-2 地産地消の推進

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

障がい者

なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-2 地産地消の推進

妊婦・乳幼児 なし

小・中学生 連携部署・企業名

2-1 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承 高校・大学生

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者

3-2 地域資源を活用した食に関する情報発信 障がい者

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 なし

１日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

成人・保護者

食育に関心がある人の割合

1-1 ライフステージに応じた 望ましい食生活の推進 妊婦・乳幼児 朝食を毎日食べる人の割合 なし

小・中学生 １日の野菜の摂取量 連携部署・企業名

高校・大学生 朝食に野菜を食べる人の割合

2-2 地産地消の推進 成人・保護者

高齢者 食育に関心がある人の割合

障がい者

自ら調理することで食に対して

興味を持つことができた。

子どもたちの意見を聞いて

の食育に取り組みたい。

園内でできることを子ども

も職員も共に考えたい。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
②

のり巻き、フルーチェ、

ふりかけ、おにぎり、

クッキー、ケーキ作り

年齢に合わせた取り組みを行い、食事に興味を持ってもらう。

フルーチェ作りは年齢にとらわれずに取り組める食育で

あった。ふりかけ作りは幼児クラスで行い、春は5歳児、

秋は4歳児、冬に3歳児が行い、各クラスに持って行っ

た。おにぎりやケーキ作りは子ども自身で自分のものを

作った。

◎

園庭で釜戸を使っての調理がで

きなかったことで貴重な経験の

機会がなくなったことが残念で

あった。

子どもたちのできることの

幅を広げられる取り組みを

したいと思う。

カレー作りの際に5歳児がお

米を研いで炊飯器で炊くな

ど、カレー作りにとどまら

ず献立を意識して取り組み

たい。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
① カレー作り

自分たちで植えたジャガイモを観察する中で植物の生長長を知り、

その収穫をしたものでカレー作りを行った。ジャガイモの皮むき、

切るなどは年齢に合わせておこなった。園庭でかまどを使用し、子

どもたちが見ている中で栄養士が調理を行った。地域の方にもカ

レーを食べていただいた。

カレー作りは近隣からの要望もあり、釜戸での煮炊きは

できなかったが、ジャガイモの生長を観察し、収穫して

調理し、カセットコンロを使って栄養士が調理している

様子を子どもたちは見ていた。作ったカレーはジャガイ

モを畑を貸していただき、生育の手助けをしていただい

た近隣の方に食べていただいた。

○
町田市法人立

保育園協会

町田市法人立

保育園協会

とても貴重な体験ができた

今後も行っていきたい。違

う魚でもできればよいと思

う。魚のことをより知る機

会としたい。

魚だけではなくほかの食材

でも取り組めるとよい。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
④ 魚の解体ショー

魚一匹を目の前で解体し、魚を内蔵を見たりその命をいただいて私

たちが生きていることを知る。また、調理方法を知る。

鮭一匹を子どもたちの目の前で下ろしていき、魚の部位

を知ったり、直接触ってみたり、匂いを嗅いでみたり、

その調理方法を実際に見ることで食に興味が持てた。

◎

いろいろな経験ができたことは

子どもたちの食に対しのて興味

を広げて行けたこと。

5歳児が中心となっている

が、年齢ごとにも取り組め

ることをやりたい。

食育の本などを参考に子ど

もの声を聴き、取り組める

とよいと思う。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
③

5歳児の取り組みとして

米、梅ジュース、らっ

きょう漬け、梅干し作

り。野菜苗を育てる。

米作りは田植え、その生長の観察、収穫、脱穀、精米、飯盒で炊い

て食べることでご飯を食べることの大変さを感じる。梅ジュースは

暑い夏に水分補給として飲んだり、他年齢児とおいしさを味わう。

らっきょう漬けはカレー作りの際に幼児クラスで食べる。梅干しが

できたらおにぎりの具材として子どもたち自身でラップでおにぎり

を作って食べる。

米作りは植え方を工夫することでその生育が良く、収穫も多かっ

た。脱穀や精米は時間がかかったが経験することでいつも食べてい

るご飯が貴重なことを感じていた。（精米が多変だったことを語っ

ている子どもがいた。）梅ジュースは暑いときは格別な味だった。

らっきょう漬けは食べてことがない子が多く、初めての味を経験す

ることとなった。野菜苗は子どもたちで買い物に行き、植え方を野

菜作りをしている方に教しえてもらい植えることができた。

◎
町田市法人立

保育園協会

町田市法人立

保育園協会

好評につき１２時頃には完売と

なってしまった。

町田すいとんは前日の準備

作業が伴うことで、女性部

の皆さんから豚汁に変更の

申し出があった。

次年度も地場野菜を使った

豚汁を提供する予定

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
⑥ 町田市産農産物利用促進 町田市農業祭において、女性部による「豚汁」の販売を実施

今年の町田市農業祭では、女性部による豚汁の販売を

行った。野菜はすべて町田産で調理した。2日間で３８４

食販売。総来場者は９６８０人でした。

○

毎年恒例となっているが子供た

ちの興味深々なところに驚かさ

れている。

同じ小学校にクラス単位で

訪問することがあるので、

１学年まとめて１回で行う

ことを要望します。

学校給食の食材提供と合わ

せ、受け入れ学校数を増や

していきたい。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
⑤

ゲストティーチャーの引

き受け

ゲストティーチャーとして小学校に出向き、町田市の農業のことや

バケツ稲の栽培方法党を伝えている。また、田植え・稲刈りの体験

授業を1校農家と協力し実施している。

ゲストティーチャー２７校実施

中学校の職場体験の受け入れも行った
◎JA町田市

JA町田市

納品先小学校の増加

人員的に納品できる学校数

に限りがある。また農産物

が足りない。

令和７年度より本格的に中

学校給食の納品が開始され

るため、給食専用に作付け

する生産者も増えている。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援
⑨ 町田市産農産物利用促進

学校給食への食材提供により、地産地消の意義や町田市の農業につ

いて理解を深めてもらう

令和６年度より通常時での納品小学校数を４校から８校

へ増加した。JA及び生産者合計では81,331㎏、うち７月

と１２月市内全小学校「まちべジ給食の日」では、2748

㎏納入した。１月より中学校給食の納品が開始となり、

ネギ・大根・人参を計452㎏納品した。

○JA町田市

市内農業生産

者

スポーツ栄養について、正しい

情報の発信ができた。70歳以

上の参加が57%で多かったが、

孫のために役立ったとの意見も

多かった。参加人数が少なっ

た。

特に子供、高齢者のスポーツ栄養

については、不足しがちな栄養、

過多な栄養について正しい情報を

伝えるため、学習が必要である。

講演会の参加人数が少ないため、

情報発信の検討が必要である。

より多くの方に、正しい栄

養情報を届けるため、イベ

ント等を利用して、食生活

の振り返りから手がけた

い。

⑪ 料理教室等の開催

(1)望ましい栄養・食生活の推

進

市民等を対象とした料理教室を開催する

まちだくらしフェアにて、講演会「実践！家族で学ぶス

ポーツ栄耀」講師：小清水孝子先生（大妻女子大学）を

開催した。参加数は、43名。

男性料理の講師は9回、栄養バランス、栄養情報を行っ

た。

○
町田地域活動

栄養士会

町田地域活動

栄養士会

JA町田市として社会福祉協議会

へ無償で大根３００キロ提供

し、喜ばれたため

配送の問題がある

売れ残る量が少ない

他地区でも少ない量でも取

りに来てもらえるのなら協

力していきたい。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援

(3)食に関する環境の整備

⑩ 町田市産農産物利用促進 町田産農産物の利用促進のため、野菜の提供

アグリハウスまちだでは月1回規格外品や売れ残った野菜

を無償または半額以下で子ども食堂へ提供している。

アグリハウスつるかわはほぼ毎日社会福祉協議会へ売れ

残った野菜を提供している。

◎

二十祭まちだでは、アンケート

内容を簡単にしたことで、227

人に実施できた。目的である食

事の振り返りをし、良い食生活

をめざすことを少し達成できた

と評価する。

より多くの方に、食生活に

関心を持ち、実践できるよ

うに興味が持てる内容が望

ましい。

参加増を目指し、内容も関

心を持ってもらえるよう工

夫していく。

(2)食を通じて地域と つなが

るための支援 保健予防課、

防災課

⑫ イベントでの展示

(1)望ましい栄養・食生活の推

進
①市民を対象としての災害時の3日分の献立の展示

②地産・地消、冬でもバランスよく

③女性の健康づくり

まちだにて、ポスター「朝食に野菜を～塩分2gを意識し

た朝ごはん～」の展示、レシピ配布、アンケートを行っ

た。

③女性の健康週間にて、ポスター「若い女性の健康づく

り～長い人生を健康で美しく過ごすための食生活～」展

示、レシピの配布を行った。

○

資料3
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まちだ健康づくり推進プラン２４－３１ 

【基本目標１】誰もがすこやかな暮らしができるまちをつくる  

【目標 3】食で健康を支えるまち（☆重点）部分   の各課の食育取組(抜粋) 

食育報告書（２０２４年度） 
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取組名 離乳食講習会（お父さんのための離乳食講習会） 

施策（１）望ましい栄養・食生活の推進 

   〇施策の方向性１－１ ライフステージに応じた望ましい食生活の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組団体・企業名 保健予防課・男女平等推進センター 

目的 （１） 父親に子育てに関する情報を伝えることで、育児参加しやすい環境をつくる。 

（２） 離乳食の正しい進め方を伝え、乳幼児の健全な発育に寄与する。講習会以降

も、食事に関する相談窓口として、安心して子育てができる環境をつくる。 

実施報告  

(1) 実施日及び参加者 

お父さんのための離乳食講習会 

第 1回 2024年 7月 23日  7組 １２名参加 

第 2回 2025年 1月  8日  １３組 2６名参加  

 

(2) 内容 

① 男女共同参画に関する講話・パネル展示：男女平等推進センター 

② 離乳食(初期)講話と試食：保健予防課   

③ グループワーク 

   ※離乳食や育児に関わる意欲が持てるよう、通常の離乳食講習会よりも調理

の手順を簡潔にした。 

   ※調理が苦手でも与える、準備をするなど父親が関わる機会がある、一緒に

育児を行えることを伝えた。 

 

(3) 成果 

① 離乳食を与えるイメージができた、  

自分で離乳食を作れるようになりたい、 

試食ができ、より参考になった、など、 

前向きな意見が寄せられた。 

   ② 通常回の離乳食講習会においても、 

父親の参加が急増しはじめたことに 

より、「お父さんのため」と敢えて打ち 

出す必要はなく、男女共同参画のためには、男女（父母）が同じ立場で講習

会を受講できるようにし、共同で育児を行うサポートを行うべきだと事業

を実施してみてわかった。 

③ 男女平等推進センターとの連携継続し、離乳食講習会事業を通じ、男女 

平等の精神に基づく育児共同参画について周知を行う方向性ができた。 
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取組名 まちだすいとんの提供 

施策（２）望ましい栄養・食生活の推進 

〇施策の方向性 2－１ 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承  

〇施策の方向性 2－2 地産地消の推進 

施策（３）食に関する環境の整備 

〇施策の方向性 3－2 地域資源を活用した食に関する情報発信  

 

取組団体・企業名 保健予防課・町田市食育ボランティア 

目的 町田の地域の味を伝承し、町田産野菜の地産地消を促進するとともに、野菜

摂取量を増やす。 

実施報告 （１）内 容 

① まちだくらしフェア２０２４へのブース出展 

出展者：町田市食育ボランティア 

※保健予防課はボランティアの活動支援 

・「まちだすいとん」提供（100食）・普及啓発 

・まちだすいとん」の作り方紹介 

② 市内の給食施設（小学校等）にて給食での提供 

③ 食育ボランティアへ活動依頼があった施設に向け、 

まちだすいとん調理実習の実施 

 

（２）成 果 

①コロナ以降、イベントでのまちだすいとん提供、食育ボランティアへの

まちだすいとん調理実習の依頼はなかったが、久々にすいとんに関す

る活動ができ、町田の地域の味を普及啓発することができた。再び外

へ向けたまちだすいとん普及の足がかりにできた。 

②おいしい、だしがきいていると食べた方からの声は好評であった。 

③食育ボランティアという地域資源の活用をしながら、地産地消を推進

することができた。 
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取組名 食体験事業 

施策（１）望ましい栄養・食生活の推進 

   〇施策の方向性１－１ ライフステージに応じた望ましい食生活の推進 

施策（２）望ましい栄養・食生活の推進 

   〇施策の方向性 2－１ 共食の推進と食文化・食事マナーの伝承  

   〇施策の方向性 2－2 地産地消の推進 

施策（３）食に関する環境の整備 

 〇施策の方向性 3－1 家庭や学校、職場における食環境の整備 

 〇施策の方向性 3－2 地域資源を活用した食に関する情報発信 

取組団体・企業名 保健予防課・環境政策課・土地利用調整課・農業振興課・指導課・JA・UR 

目的 みどり豊かな自然や商業都市という町田市の地域特性を活かし、市内の食

や農業生産者とふれあう機会を作り、食を通じた地域とのつながりを図る。 

また、その地域性を生かした食環境について知る。 

実施報告 （１） 内 容 

タイトル：まちだのエコ食ツアー！ 

～町田の食×環境をまるごといただく 1日～ 

    プログラム：収穫体験・農業生産者講話・環境政策課の食品ロスに関する

講話・調理実習・バイオエネギーセンター見学（希望者のみ） 

       ※ 収穫体験中止（熱中症警戒アラート発令のため） 

場  所：町田市バイオエネルギーセンター 

近隣畑（予定していたが収穫定見中止のため行けず） 

参加者：8組 19名（大人 9名、子ども 10名） 

※小学 3年生から中学生の子どもとその保護者  

参加料：調理実習代 500円／人 

収穫体験費 1,000円 

※急遽収穫予定だった野菜のおみやげ代(希望者のみ購入) 

に変更 

（２） 成 果 

① 農業生産者講話：地産地消、自然の恵みや勤労の大切さ、感謝の心

に触れる機会となった。 

② 環境政策課講話：食品ロス削減について伝える機会ができた。 

③ 調理実習：町田産野菜を使った調理を通して、食、地産地消について

更に興味関心を高める機会となった。朝食レシピコンテストの入賞メ

ニューを作り、この取り組みについても伝えることができた。 

④ 農の風景育成地区にある農家とバイオエネルギーセンターで行うこと

で多くの関連団体と連携・協力を得ながらイベントを開催できた。 

⑤ 収穫体験は中止となったが、内容に一貫性があり、充実していたため

参加者の満足度が高い事業ができた 
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取組名 朝食レシピコンテスト（町田っ子カリキュラムの改訂） 

施策（１）望ましい栄養・食生活の推進 

〇施策の方向性１－１ ライフステージに応じた望ましい食生活の推進 

施策（２）食を通じて地域とつながるための支援 

〇2-2 地産地消の推進 

 

取組団体・企業名 指導課・JA・町田市・保健予防課・農業推進課・保健給食課 

目的 「町田市教育プラン２４－２８」の基本方針Ⅰ施策３の「生涯を通じて健やかに

過ごせる体を育成する」に基づき、子どもたちが食への関心を高め、料理をす

ることの楽しさや食生活の大切さについて考え、必要な栄養やバランスのよ

い食事について理解を深める機会とする。 

実施報告 （１） 内容 

① 夏季休暇期間の課題として朝食レシピコンテストを実施 

② 市庁舎イベントスタジオにて受賞作品展示会（2月）の開催 

③ 小中学校給食に受賞作品のレシピメニューを採用 

 

（２） 成果 

① 市内小中学校から過去最高の 4523作品の応募があった。 

② まち☆ベジの活用をレシピの条件としたため、町田の農業、地産地消

を考えるきっかけとなった。 

③ 「自分で料理することの楽しさ」や「食生活の大切さ」を改めて考え、

食について興味をもつ機会にできた。  

④ 食への関心を高め、必要な栄養やバランスの良い食事について理解

を深めることができた。 

⑤ ２月に作品展示会を行ったり、小中学校給食にレシピメニューを採用

したりするなど市民や児童生徒に向けて情報を発信することができ

た。 

 

 

 



【連携協定プレスリリース資料】 

 

 

町田市と東京家政学院大学が食育推進に関する連携協定を締結します 

 

市と東京家政学院大学は、「まちだ健康づくり推進プラン 24-31」で掲げる『食で健康

を支えるまち』を実現するために、8 月 1 日に連携協定を締結します。 

この協定は、人的・知的資源の交流と活用を図ることで、市の食育事業を推進させると

ともに大学の教育・研究を充実させ、地域社会の発展に寄与することを目的としています。 

これまでも、市の食育の課題である市民の野菜摂取量の増加や減塩の取り組みについて、

東京家政学院大学から、学生が考案したレシピを提供していただく等、連携した食育推進

事業を実施してきました。今後はさらに、若い世代への普及啓発を効果的に取り組んでい

きます。 

 

 ■協定名称：食育推進に関する連携協定 

 

 ■協定締結日：2025 年 8 月 1 日（金） 

 

 ■協定締結先：東京家政学院大学（相原町 2600 番地） 

 

 ■連携による主な取り組み： 

（１）望ましい栄養・食生活の推進に関すること 

（２）食を通じて地域とつながるための支援に関すること 

（３）食に関する環境の整備に関すること 

 

 ■実施予定事業： 

（１）「まちだすいとん」普及に関する取り組み（学生食堂・学園祭での提供等） 

（２）食育推進に関する取り組み（大学での講座・ワークショップ等） 

 

 

 

 

 

 

※「まちだすいとん」とは、小野路町の農家さんが昔から食べていたすいとんを、町田市

保健所と町田地域活動栄養士会が「まちだすいとん」として、レシピをおこしたものです。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

保健所 保健予防課長 福島 TEL 042‐725‐5422 

＜まちだすいとん＞ ＜学生提供レシピ・ヤムウンセン＞ 
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